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中国四国曲政局吉野川北岸幹線用水路管理システム
Outline of the Large Scalelrrigation Project of the North Bank Tract

OftheYOSHINORiverforCHUSHIKOKUAgricultura】AdministrationBureau

中国四国農政局吉野川北岸事業所では,幹線用水路を集中監視制御する幹線用水

路管理システムを完成した｡幹線総延長68.5kmの用水路管理システムは,制御用情

報処理装置HIDIC-80Mと,インテリジュンス形TM/TC SPR5050で構成している｡

本システムは,水路途中に調整池がなく,開水路特有のi充下遅れによる用水の不公

平配分やゲートハンチングによる水面振動などを抑えることを目的として,水路内

貯留量を利用し,不等流計算嫉1)による多.段ゲート同時制御方式を採用し,流下遅れ

による上下i充域の用水不公平配分,ゲートハンチングによる水面振動を少なくでき

たものである｡

以上の内容は,現地通水試験による実証を経て実用化を図ったので,その一端を

述べる｡

ll 緒 言

近年,農業用水を取り巻く環境は,機械化,自動化が発達

し,水需要の社会構造が大きく変化し,各地で水配分がうま

くいかないなどの問題が表面化して,需要と供給を結ぶ水路

系全域にわたる水管理のあり方が問われている｡このような

背景のもと,吉野川北岸農業水利事業は,水路系全体の使命

を左右する幹線用水路を需要から供給,上流域から下流j或ま

でと,一貫した集中管理を目指し,以下の問題点を解決する

ため幹線用水路管〕塑システム1)･2)の導入を図った｡

(1)用水施設の適正操作

農業用水のため,需要の変動が大きく取水が不均一になり

やすいこと,その上にトンネル部分が多くハンチングを起こ

した場合,満流はく離類2)を生ずるおそれがあるので,これを

事前に防止する必要がある｡

(2)取水,分水操作の精度向上

こう配が小さく妻充速が遅いので,タイムラグが大きくなl),

用水の妻充下時間や波動など誤差要因が多い中で,幹線ゲート

を適切に操作し,不要,過剰な配水や不公平な配水を最小限

にとどめる｡

(3)水路の安全管理

水路状況を監視し,異常時の緊急利子卸を迅速確実に一行なえ

ること｡

日立製作所は上述した内容を達成するため,取水一定自動

制御の採用,幹線水路内の貯留量を考慮した不等i充i寅算によ

る幹線チェックゲート削)制御方式,4:JV方式による余水予

告情報収集テレメータなどを採用し,所期の目的を達成した｡

以下,本システムの内容について詳述する｡

※1)不等i充計算:水路を適当な計算区分に分割して,川副欠水面形を求

め,更に目標i充量を得るためのゲート開度を求める｡

淡2) 満流はく艶二水面振動によりトンネル内壁面が真空になり破壊

すること｡

※3) チェックゲート:水路要所に設けられた作動と調整]彙作により,

水量を任意に調整できるゲート｡

中島ブ享一郎*

中森一郎♯

斉藤 健**

土屋義雄…*

石坪正勝****

土屋 稔**

血刀'オcゐ才γβ入切々q7オ〝∽

九ゐg7ゼ入bカα椚07ブ

7滋如5ゐオ丘才ざ′∂

‡ゎざゐ才β7七〟r/zわw

止血点α缶〟太良オ由〟∂0

〟7乃Orα7七〟Cぁかα

何 用水路の構成

2.1 設備系統

吉野川北岸幹線用水路の設備系統3)を図lに示す｡この水

路は池田ダムから取水し,総延長68.5kmを送水する長大用水

路である｡池田ダムからの取水は,あらかじめ申告した取水計

画に基づいている｡用水路は暗きょ※4),サイホン※5),トンネ

ルなどで構成されているが,余水を貯留する貯水池や調整池

などはない｡バイパスゲートは,ベース量通水を目的として

おり制御対象外である｡緊急放流時の対応として,上流側と

水路中間点の2箇所に放水工を設置している｡チェック工は

水路内分水位の確保と下i充への送水用で,ほぼ等間隔に設置

されている0水路こう配は訂誌と極度の緩こう配であり,流
速が遅い｡

施設諸元を表1に示す｡

2.2 施設構成

本地区の施設構成は以下に述べるとおりである｡

幹線水路

(68.5km)

[車重≡] チェック工
面㌃‾‾｢

メインゲート

放水工

池田ダム バイパスゲート

新設区間

(41.5km)

放水工

阿波用水区間末端区間

(†3.4km)(13,6km)

図l 吉野川北岸水利事業の設備系統 制御対象は∴取水工l箇所,

放水工2箇所及びチェック工6箇所である｡バイパスゲート.阿波用水区間及び

末端区間はゲート状態,水位,)充量を計測監視している｡

双4)暗きょ 二地下に設ける水路

丼5)サイホン:水圧を受けた満流管で,鉄道,道路,河川などを避け

て水をi充す管路｡

*中国四国農政局吉野川北岸農業水利事業所 **

日立製作所大みか工場
***

日立製作所機電事業本部
****

日立製作所システム事業部
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(1)取水エ

スクリーン,除じん機,流量調節ゲート2門,非常ゲート

1門が設置されている｡流量調節ゲートは,2門を交互切換

使用し,1門で取水量調節が可能である｡

(2)放水工

幹線非常時用として,制水ゲート1門,放水ゲート1門が

設置されている｡

(3)チェック工

チェック工の構成例を図2に示す｡

チェック工は,享充量調節用メインゲート1門,ベース至充量

確保と妻充況安定を図るためのバイパスゲート(越妻充せき)があ

る｡異常取水や分水による余水が発生した場合を考慮し,放

水工,余水吐を併設している｡余水吐が土木構造上,必要容

量確保できない箇所は,サイホン余水吐が設置されている｡

越流せきでの通過流量は最大5m3/sであり,これ以上の通過

流量はメインゲートで調節する｡

(4)その他施設

新設区間,阿波用水区間及び末端区間の主要点には,水流,

主充量の計測センサ施設が設置される｡

以上の各施設を管理するためには,幾つか解決しなければ

ならない課題がある｡

8 長大用水路制御の課題と対応技術

我が国の用水路制御は,大部分が上流水位一定制御を用い

ている｡この方式はゲートの上手充水位観測データに基づくフ

ィードバック制御であり,ゲート下流区間の状態は無視され

る｡本地区でも同様なことが言え,以下の問題を管理システ

表l 施設諸元 水路こう配が小さく,水路が長く流下遅れが大きい設備

である｡トンネル内を満流にさせるとはく離現象が発生するので,水面振動は

発生させられない｡

項 目 内 容

受 益 面 積 7′030ha

最 大 取 水 量 14.8m3/s

用 水 路 構 造
延長

68.5km

聞 き ょ:0.2km

暗 き よ:9.2km

サイホン:2】.4km

トンネル:37.1km

そ の 他:0.6km

水路平均二 う配 3Iコ⊂lロ

取 水 工

調節ゲート:2門

ゲート形式:ローラーゲート

ゲート速度:30cm/min

チ ェ ッ ク エ

調節対象:6箇所

ゲート形式:ラジアルゲート

ゲート速度:6(〉m/min

放水ゲート

サイホン

余 水エ

､｢一

/♂

簡

一y ､態

遺志蚕

越流せき

余水吐

メインゲート

へ奄熟

〆孝

図Z 施設構成(チェックエ) チェック工は,余水対策として越涜形の

余水吐と,余水吐能力不足の場合,サイホン式余水吐を併用する｡越流せきはバ

イパスゲートでせき止めすることも可能である｡
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ムで解決する必要がある(図3)｡

(1)下流域への流下時間遅れ4)

(2)上流域と下妻充域の不公平配分

(3)単一区間ごとの制御は,区間干渉によりハンチング現象

が発生する｡

(4)享充量の需給アンバランスによる無効放流,余水の発生

(5)急激なi充況変動制御は,トンネル壁面の満流はく馳の原

因となる｡

3.1土木施設上の課題と対応

流下時間を早めるには,幹線水路内の貯留量を考慮し予測

的なゲート制御を行なう必要がある｡このため,需要分水量

から不等流計算を行ない目標ゲート開度を求め,この値に仝

ゲート同時制御する方式とした｡ゲート制御時の水面振動を

抑えるため,ゲート動作量制限を設けるものとした｡この結

果,ゲートハンチングによる水面振動や,流下遅れによる上

下流域の需要家取水条件の不公平を少なくすることができた｡

3.2 管理上の課題と対応

ダムからの取水規定を遵守し,需要分水量を確保するため

に,ダム水位に連動した取水制御が必要である｡流下遅れ補

償に制御効果待ち時間が必要で,一般の流量制御では目標値

到達が遅くなるため,本システムでは開度制御と流量制御の

組合せ方式により目標到達が早く,ハンチングのないi充量一

定制御を実現している｡

予測制御,試算演算など継続的なデータの蓄積,記録や修

正を容易にする必要があり,情報処理装置を最大限活用する｡

この情報源となる計測センサは,用途に応じ取付位置,精度

などの検討を加え選択する｡無効水,余水は災害をひき起こ

しかねず確実な情報収集が必要で,周期監視テレメータでも,

課 題 管理 シ ス テ ム対応

長

大

用

水

路

土

木

施
言JL

呂又

平均こう配3去｡に
よる流下遅れ対策

貯留量利用 若芽雪空要
調整池なしのため

緩衝対策必要

トンネル満流

はく離防止
水面振動防止 嘉工芸ク蒜‾晶

管

理

面

水利権の遵守
ダム水位による 取水 ゲート
流章一定制御

解析データの

自 動 制 御

水理定数の継続 情 報 処理装置

チューニング 記録

余水情報の把捉

､占の‾一-

演算記鐘ガイダンス

無効水,余水の

防止

TM/TC子局
自動発信

水況の的確な把捉 水位,涜量センサ

最適選択計測

距離と操作

サイレン警報

運
用

面

使用期間が半年程度 加入電話回線 符
でありランニングコ

スト低減
頻度で回線選択

TM/TC対向
方式選択

操作性向上

号品目回線の混用

操作頻度の高い施設

と低し､施設が混在
1:〃,4:〃

対向方式兼用

CRTガイダンス

溝:略語説明 TM/TC(テレメータ･テレコン),CRT(Cathode Ray Tube)

図3 長大用水路制御の課題と対応技術 長大用水路制御の課題は

多岐にわたっている｡土木施設など制約条件の中で.管理システムをいかにマッ

チングさせるかが重要である｡



周期時間に関係なく情報を伝送できる必要がある｡このため,

子局自動ダイヤル発信機能を壬采用した｡

3.3 運用上の課題と対応

施設使用期間は半年程度であり,ランニングコスト低減が

重要で,特に伝送路使用料5)を低減する必要がある｡連続監視

の施設を最小とし,周期監視の対象施設を増すように考慮し

たデータ収集方式とする｡借用する伝送路も低価格帯のもの

を使用するほかに,NCU(NetworkControIUnit)5)は借用と

せず本システムで準備するなど,ランニングコスト低減を図

った｡加入電話回線は,接続不能を考慮した対向方式のほか,

2回線ごとの相互バックアップ機能をもたせている｡

田 システム構成

システム構成を園4に示す｡本システムは制御用情報処理

装置(HIDIC-80M)システムと,TM/TC(テレメータ･テレコ

ン)システム6)から構成される｡制御はCRT(Cathode Ray

Tube)画面によるガイダンス表示と,監視操作卓からの設定

値制御を基本とする｡バックアップとして開閉停のオンーオフ

制御機能をもっている｡国5に中央管理所操作室を示す｡

4.1情報処理システム

4.l.】設定i定量ガイダンス機能

設定流量ガイダンス操作手順と計算方式を図6に示す｡こ

れは設定流量になる予想ゲート開度を算出し,取水一定自動

制御の目標値として使用する｡

中央管理所

コンソール入出力装置 ハードコピー
HIDIC-80M

(256k語)

(巨責壷

中国四国農政局吉野川北岸幹線用水路管理システム 835

4.l.2 不等流ガイダンス機能

本機能概要を図7に示す｡CRT対話方式により,設定入力

と演算出力の繰り返しにより各チェックゲートの目標開度を

ガイダンス表示する｡ガイダンスのための水理演算は下記の

3ステップから構成され,計算に要する時間は各水路区間平

均で5秒程度である｡

図5 中央管】空所操作室 需要分水量の入力からゲート操作まで,全用

水区間の監視,制御をこの操作室で行なっている｡ミニグラフィックパネルは,

水路を2分割配置としている｡

フロッピーディスク

dd

『==
監視操作卓 CRT

(ミニグラフィック)

L_萱

インテリ

ジェンス

TM/TC

取水エ

符号品目
200bps

回線

インテリ

ジェンス

TM/TC

∪

放水工

m

智サイレン

注:略語説明

NCU-AA(Network ControlUnlt AA Type),

TM/TC親局
(SPR-5500)

NC〕

AA

NCリー

AA

NC〕

AA

NCリー

AA

加入

電話回線

NCい

AA

インテリ

ジェンス

TM/TC

×2箇所

‾■■-･-■･■---■--･･--

放余水工
チェック
ゲート

NCしト

AA

インテリ

ジエンス

TM/TC
/′､＼･J

X6箇所

チェック

ゲート

NCU

AA

インテリ

ジェンス

TM/TC

FX/D(Fixed DISk),M(MODEM),0(流量計)

nn
ロギングタイプライタ

符号品目

200bps回線

インテリ

ジェンス

TM/TC

∪恕

サイレン

‾‾‾‾===:三:==

放永工

NC〕-

AA

インテリ
ジェンス

TM/TC

`｢

乙+

×3箇所
(将来8箇所増設)

‾■‾=:=:=:::=≡≡:=::

図4 システム構成国

吉野川北岸用水利事業のシステ

ム構成図を示す｡重要施設はl:

I対向符号品目200bps回線,その

他施設は加入電話回線4:〃対向

方式とし,子局はインテリジェ

ンス形を採用している｡
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開 始

ゲート目標開度
計算スイッチ入

ゲート開度
目 標 値

lIIIll

Llリ リ
(P)

ゲート目標開度

計算スイッチ切

終 了

スクリーン 調節ゲート

□

口

〃

P

一Q5設定流量

匹∃

ゲート下涜
水 位
〃ェ

上流水位㊥と設定流量
QsからQ5を流したときの

水理状態で,目標ゲート

開度(P)を表示する｡

設定流量

Q5

ゲート

下 溝
水 位
〃

ゲート上流
水 位

Q5,桓),批
からけ)計算

目標開度
P

図6 取水量一定制御開度ガイダンス 操作卓で設定量Ogを設定し,

子局流量制御目標値として伝送すると同時に,情!担処王聖装置では予想日標開度

を計算して表示する｡

需要家からの申請

ダンス演算

『
各水路区間の
流量分布計算

各水路区間ごとの

ゲート下流水位計算
(不等流計算)

』
一卜目標開度計算

+

ゲート目標値表示

オペレータによる開度設定

流入量

上流水位

腎
上流側チェック工

毘

芸大2｡種l

流出量

ヒニ

下流水位

』亡

下溝側チェック工

暗きょ トンネル サイホン 聞きょ

J
(車重

(車重
}

億大5〔ゆ割 同左 分割なL 最大50分割

1区間

国7 不等;充ガイダンス概要 需要量を入力し,区間ニーとの流量分布を

求める｡不等流計算はトンネル,暗きよ,サイホンなど施設種類20種,距離分割

は50区分の容量とした｡本システムでは,l区分200m程度で,サイホンは損失

係数から距離に関係なくl区分としている｡

巨∃ ○[亘]
○ ①

①[可

Q2

㊤

qol [二互∃[亘]ロコ

〔池田取水エ〕
注:略語説明など Pl一戸6(ゲート関度)

〃uo～仙7(ゲート上流水位)

〃加～肋6(ゲート下流水位)
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(1)需要家からの当日水使用中請量を基に各水路区間での流

量分布を計算する｡

(2)各ゲートごとの下流水位安定点を求めるために,水路区

間ごとに不等流計算を行なう｡

(3)各ゲートごとの上流規定水位と上記(2)で求めた下流水

位及びゲート水理特性から,ゲート開度の目標値を計算する｡

本制御方式は用水路内貯留量を利用し,ラジアルチェック

ゲートを同時操作し,流下遅れによる流量不足や上流域と下

流域の不公平な水配分を緩和することができる｡

設定入力と演算出力区分を図8に,計算結果の最終ガイダ

ンスを図9のCRT画面に示す｡

4.l.3 解析データ記鋸機能

開水路演算の基本データは通水結果のデータを集大成し,

随時修正を考慮する必要があり,解析データ記録用としてフ

ロッピーディスクにファイルする機能をもたせた｡ファイル

は日データと10分ごとデータから構成する｡日データは言己弓緑

指令の前月1箇月分データとした｡10分ごとデータは記1録指

令の前10分データから過去2時間分データとした｡

4.2 TM/TCシステム

子局側TM/TCにインテリジェンス機能をもたせ,異なる

施設にも柔軟に対処できるものとした｡

4.2.1 取水量一定制御

妻充下遅れのため取水ゲート制御後,制御効果待ち時間をと

り制御のハンチングを防止する必要がある｡これは設定流量

区19 ゲート開度ガイダンス 各区間ごとに.ゲート上下流水位.通過

流量.及びゲート開度などの計算結果が表示され,二の画面により開度設定値制

御で,全ゲート同時動作させる｡
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〔
伊 沢 谷

チェック工 )
Qo-Q7(通過流量) 国中○は,計算して求めるガイダンス値を示すJ

90l-96”〔需要量(個別)〕 [コは,設定値を示すウ

マro-ワT7〔需要量(一括))

図8 不等涜計算ガイダンス

不等;充計算手順は.CRTとの対話形で

入力処理と演算を区間数分繰り返す｡

l計算は約5秒程度で可能である｡



の変化が大きい場合,目標値到達に数時間要するからである｡

これを防止するため,図10に示すゲート制御方式を才采用した｡

目標流量設定変更時は,ガイダンスにより目標開度を求め,

開度制御で目標流量付近に近づける｡その後は比例･積分方

式で制御効果待ち時間をもちながら,目標流量に一致させる｡

これにより,目標値到着時間が短縮する｡ダム水位による流

量変動分の吸収は,流量制御で行なう｡本方式採用で応答が

速くハンチングのないi充量一定制御が実現した｡本方式のブ

ロック図を図Ilに示す｡

4.2.2 チェックゲート開度制御

不等i充計算結果を基に,開度制御を行なう｡開度制御は1cm

応勤した結果で一定時間休止する動作量制限回路を設け,水

面振動を防止した｡本ゲートの誤動作による災害を抑えるた

め,目標開度一致後は次回開度変更までフィードバックルー

プをオフする方式,開度が1ステップー定値以上の過大動作,

逆動作などの異常検出機能を付加した｡

4.2.3 データ収集方式

ランニングコスト低減を図るべく,

関度制御
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⊂yn一

叫世
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流量制御‾‾‾‾‾‾‾‾‾1
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時 間才

一(開度),-(流量),P舶標開度),Qs(設定流量),rl,乃〔休止時間(任意設定)〕

図10 ゲート制御方式 設定流量Osと情報処理装置でのガイダンス開度

P｡を受けて,P｡値までは開度制御を行ない,開度一致により自動的に流量制御に

移行し,以後流量制御を継続する｡開度制御は,lcm動作応答後,一定休止時間

を待つ動作量制限を行なう｡
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図Il流量一定制御ブロック図 幹線取水ゲート流量設定値制御に適

用したもので,伝送回線が異常時でもインテリジェンス機能は動作継続する｡
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表2 データ収集方式 施設の種類,情報の精度などから対向方式や呼

出し周期を選定している｡

方式

施言箕

制御方式

ゲート操作 定 常 時

操作中
操作後
2h

かんがい期
非かん
がい期

ll

対

4:〃

対

L⊥

l⊥

⊂〉

三Jも

岩又

定

連

続

刃文

短

周

3瞼

周

連

泰売

坂

短

周

l琳

周

連

続

司更

短

周

3略

周

2h

周

8h

周

連

泰売

8h

周

向 向
Z

⊂) イ直 期 期 期 期 期 期 期 期 期

重要

施設

取 水 エ ○ ⊂) (⊃ (⊃ ○ ⊂) ⊂)

放 水 工 ○ ⊂) ⊂) (⊃ ○ (⊃ (⊃

一般
施設

各チェックエ ○ ⊂) (⊃ (⊃ ⊂) ○ ○

監 視 局 ○ ○ ○ ○ ○

集方式とした(表2)｡

(1)伝送路

1:1の連続監視が必要な施設は,日本電信電話株式会社

(NTT)の専用回線7)が必要となる｡この中に帯域品目3.4

kHzと符号品目200bps回線があり,伝送距馳が10km以下で

は帯域品目3.4kHzのほうが安く,それ以上の長距離では符号

品目200bps回線が安価である｡本システムは長距維,連続監

視の必要な取水工,放水工に符号品目200bps回線を採用して

いる｡

周期監視の施設は,NTT加入電話回線が最も安価であり,

これを採用した｡本回線は接続階てい話中6)･那)となることが

あり,接続不能の対応策として自動再呼出しを3回まで二行な

うものとした｡実運用では2回目までで接続成功している｡

(2)子局自動発信機能

周期監視の欠点は,施設の重大情報も8時間周期であれば

最悪8時間後しか把握できないことである｡これを防止する

ため,特に重要な情報(例えば余水の発生,子局自動制御異常)

に限って図12に示す子局からの自動発信機能をもたせた｡

(3) 4:+Ⅴ対向方式

平常時は周期監視でも,ゲート制御中は水路系全体を速い

周期で監視する必要が生じる｡このため1箇所の制御でも,
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図12 余水予告監視 施設の安全性は水況監視が重要である｡周期監視

では余水のおそれがある場合.子局からの自動ダイヤル発信機能により,中央管

理室で把握できる｡

※6)接続階てい話中:発信加入者がダイヤル途中もしくはダイヤル

終了後,着信加入者に接続される途中で中継線又は交換機が使用

中となっているため,接続できなくなること｡

85



838 日立評論 VO+.67 No.10(1985-柑)

(彗

粥6
局動子･【臼

CHl

信発

子局
5

CH

2

HC
-
.

(親局

粥2

子局
1

監視

視監

､.J

し
一
l
､

謂発信色
㊦

(a)全局呼出L中の子局自動発信

注:略語説明 CH(チャネル)

β

′′.1毎

局親

①①

､竿イ､

局子
1

視監

㊦

㊦ ㊦
(b)制御中の全局呼出し動作

図13 4:〃対向方式 (a)親局で待機しているCH3及びCH4で受信し,

CH=:CH2は全局呼出しを続行する｡lチャネル故障時は残りのチャネルがバッ

クアップする｡(b)制御中は一つのチャネル(CH2)が子局と対向し.残りのlチ

ャネルで全局呼出し続行する｡

他局の監視や緊急割込が可能な方式が必要であり,今回4:Ⅳ

対向方式を採用した｡

図13(a)は定時呼出し中に子局から自動発信があった場ノ合

の対向状態を示す｡子局自動発信前のチャネル3とチャネル

4は同図(b)に示すような待機状態にあり,チャネル1とチャ

ネル2が子局1,子局2と順に全局を呼び出す｡子局から自

動発信は,チャネル3又はチャネル4が対応する｡ダイヤリ

ング開始から通信終了までの時間は,市内回線で約25秒/局,

市外回線で約35秒/局必要である｡しかし,従来の1:+Ⅴ対向

に比べ2チャネルで収集が可能であり,接続時間を短縮でき

るうえ1チャネル故障時は残りのチャネルでデータ収集が可

能なシステムとなっている｡

4.3 計測,センサ

4.3.1開度計

鉛直変換はゲート側で行なう場合と情報処理装置で行なう

方式があるが,子局側マイナ制御のためゲート側で行なう方

式とし,1cm単位の制御,表示を必要とするためディジタル式

を採用した｡

4.3.2 …充量計,水位計

流量計,水位計の設置と選択結果を表3に示す｡流量計の

設置は,取水部,他幹線の受渡し部,チェック工区間単位設

置を基準に設置し,開水路時の配慮は水路損失が小さく,大

口径に適したものが必要である｡これには超音波流量計が最

適である｡

水位計は,取水部,チェックゲート上下i充,余水吐に設置

する｡精度,据付方法などから選定する｡アナログ式静電容

量水位計は測定範囲が1m程度で,±1cm程度の把握が可能な

ほか,据付が答易で経済的なため,可能な限r)適用した｡水

位計は取付位置が重要で,余水の影響,ゲート操作時の背水

を避ける位置に据え付ける必要があり,このため表3に示す

土木施設に応じた据付けを考慮している｡

b 現地試験

現地通水試験を実施し,下記の結論を得た｡

(1)流下遅れが従来の上流水位一定制御に比べ大幅に改善さ

れ,水路の安定時間が短縮する(図14)｡これにより上下妻充域

需要家に対し,取水条件の格差是正が図れた｡

(2)ラジアルチェックゲート制御に発生しやすい水面振動

や,ゲートハンチングのない手荒量制御を実現した｡

(3)加入電話回線の接続話中率5)も4%以下であり,監視制御

上支障がないことを確認した｡これにより,回線使用料5〉が大
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表3 計測,センサ選定 管理システムのデータは特に重要であり,セ

ンサの選択権付けなどは,施設構造や水況を見極めて決定する必要がある｡静電

容量式は可動部がなく.各種土木構造にマッチングが容易なため採用した｡
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図14 水路安定時間の比車交 従来制御法の上流水位一定制御との比較

で,実通水試験の結果,新技法は大幅に改善されることが確認できた｡涜量比は

試験前;充量を0とし試験終了流量をlとし,経過時間は池田取水工から曽;エ谷

放水工までを示す｡

幅に低減したシステムを構築することができた｡

lヨ 結 言

本論文でも述べたように,ゲート制御方式をはじめ,4:

+Ⅴ対向方式など今回新たに開発された項目は数多く,機能的

にも予測制御から計測センサまで,多彩な内容になっている｡

今後,本システムで得られた技術を有効に生かしてゆければ

幸いである｡

本システムは,設計着手から現地調整完了まで長年の歳月

を費やして完成したが,設計,製作,現地調整まで幾多の困

難を解決して完成を見たもので,昭和60年5月から実運用に

入り順調に運転している｡
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